
 コンプレッション可否は、別紙22にて規定した当社所定の経済条件（マッチング条件）によって判定されます。すべてのマッチング
条件が合致するか否かは、 Cleared PositionレポートのPer Trade Compression Key (Static Part) / Per Trade Compression 
Key (Dynamic Part)にて確認することが可能です。

 当社システムでは両Partの値がそれぞれ完全一致する取引の組み合わせのみコンプレッション可能と判定します※1。

取引毎コンプレッション処理における注意事項

取引毎コンプレッション処理の基本条件

Float side

Start short End short

Float side
Fix side

End short

Fix side

Netting date

start date

 例えば、以下の前後スタブ取引とEnd shortスタブ取引の取引毎コンプレッションの場合、取引毎コンプレッション実施日（Netting 
Date）を起点とした将来。のキャッシュフローが相殺関係にあるため、過去のStart shortスタブの有無に違いがあってもNetting 
Date時点のCompression Keyは同一となりコンプレッションが可能です※2

JSCC 
Trade ID

Trade 
Status

Netting 
Flag

Per Trade Compression Key (Static 
Part)

Per Trade Compression Key 
(Dynamic Part)

Pay Initial 
Notional

A Cleared Y Ca8549eef7kav48ge4 344ae3e11ckb36s6w5 1,000,000,000

JSCC 
Trade ID

Trade 
Status

Netting 
Flag

Per Trade Compression Key (Static 
Part)

Per Trade Compression Key 
(Dynamic Part)

Rec Initial 
Notional

B Cleared Y Ca8549eef7kav48ge4 344ae3e11ckb36s6w5 2,000,000,000

※1： Cleared positionレポート上のCompression KeyにおいてStatic PartおよびDynamic Partのいずれもが合致する場合でも、一部の例外パターンではコンプレッション不可とな
る場合が存在するためご留意をお願いします。
※2： 一見したところ将来のキャッシュフローが同じ（＝Dynamic Partが一致）でも、計算期間休日調整参照都市などマッチング条件の一部が対象取引間で不一致(=Static Partが
不一致)の場合は、コンプレッション不可となるためご留意をお願いします。

上記※1、※2それぞれのケースについて、次ページ以降に例示します。



取引毎コンプレッション処理における注意事項

取引毎コンプレッションが不可となる事例（コンプレッションキー不一致）

①受け/払いのFixing Holiday Centerが異なる場合

JSCC 
Trade ID

Trade 
Status

Netting 
Flag

Pay Fixing Holiday 
Center

Per Trade Compression Key 
(Static Part)

Per Trade Compression Key 
(Dynamic Part)

A Cleared Y TOK Ca8549eef7kav48ge4 344ae3e11cCa8549e

JSCC 
Trade ID

Trade 
Status

Netting 
Flag

Rec Fixing Holiday 
Center

Per Trade Compression Key 
(Static Part)

Per Trade Compression Key 
(Dynamic Part)

B Cleared Y LON,TOK 344ae3e11ckb36s6w5 344ae3e11cCa8549e

 たとえ現時点で満期までにロンドン祝日が存在しなくとも、将来、満期までの間にロンドン祝日が追加された場合はFixing 
Dateが不一致になりうるため、コンプレッションキー（Static Part）は相違します。



②実質的な経済条件は一致するものの、固定・変動サイド単位のマッチング条件対象項目が異なるためにコンプレッションキーが一
致せず、コンプレッション不可となる場合があります。

取引毎コンプレッションが不可となる事例（コンプレッションキー不一致）

取引毎コンプレッション処理における注意事項

JSCC 
Trade ID

Pay Payment Business Day 
Convention

Pay Roll Date
Per Trade Compression Key

(Static Part)
Per Trade Compression Key (Dynamic 

Part)

A MOD_FOLLOW 15 344ae3e11cCa8549e 948ay3c11hKlw379e

JSCC 
Trade ID

Rec Payment Business Day 
Convention

Rec Roll Date
Per Trade Compression Key

(Static Part)
Per Trade Compression Key (Dynamic 

Part)

B FOLLOWING 15 Ca8549eef7kav48ge4 948ay3c11hKlw379e

 金利計算期間終了日が月末ではない(Roll Date ConventionがEOMではない)ことから、Modified FollowingはFollowing同様の休日調
整を行うため、Trade AとTrade Bの実質的な経済条件は一致しています。

 しかし、当社システムはPayment Business Day Convention(支払日休日調整方法) の差異を厳密に区別し、実質的に等価であるかど
うかは考慮をしないため、Compression Key (Static Part)が不一致となってコンプレッション不可となります。

【Trade A】
7/14 7/15 7/16 7/17

金 土 日 月

金利計算期間
終了日(調整前）

金利計算期間
終了日(調整後)

7/14 7/15 7/16 7/17

金 土 日 月

金利計算期間
終了日(調整前)

金利計算期間
終了日(調整後)

【Trade B】

Trade A

Trade B



コンプレッション実施日

コンプレッション実施日

取引毎コンプレッション処理における注意事項 （アモチ/アクレ取引 1/2）

最終計算期間中のアモチ（アクレ）取引は、非アモチ（非アクレ）取引と1対1の完全相殺関係の場合、コンプレッションが可能です。

最終計算期間中のアモチ（アクレ）取引と非アモチ（非アクレ）取引の取引毎コンプレッションが不可となる事例
（コンプレッションキーは一致するが、コンプレッション不可）

Trade 
ID Pay/Rec Initial Notional Pay/Rec Current Notional Per Trade Compression Key

(Static Part)
Per Trade Compression Key

(Dynamic Part)

A’ 1,000,000,000 0 9,000,000 567ae3e11cCa8549d 345ay3c11hKlw379e

B’ 0-10,000,000 -10,000,000 567ae3e11cCa8549d 345ay3c11hKlw379e

Trade A’
(アモチ)

Trade B’
（非アモチ）

ただし、以下のように最終計算間中のアモチ（アクレ）取引の想定元本と非アモチ（非アクレ）取引の想定元本が一致しない場合は、
コンプレッションキーがStatic、Dynamicともに一致するペアであっても完全相殺関係にないため、コンプレッションは不可です。

Trade 
ID Pay/Rec Initial Notional Pay/Rec Current Notional Per Trade Compression Key

(Static Part)
Per Trade Compression Key

(Dynamic Part)

A 1,000,000,000 10,000,000 567ae3e11cCa8549d 345ay3c11hKlw379e

B -10,000,000 -10,000,000 567ae3e11cCa8549d 345ay3c11hKlw379e

Trade A
(アモチ)

Trade B
（非アモチ）



取引毎コンプレッション処理における注意事項 （アモチ/アクレ取引 2/2）

 前ページに記載のとおり、最終計算期間中であってもアモチ（アクレ）取引は1対1の完全相殺のみコンプレッションが可能です。

 また、下図のように、最終計算期間中のアモチ（アクレ）取引が含まれるNettingグループにおいては、その他の取引も含めて、1対1か
つ完全相殺関係にある取引ペアのみがコンプレッション可能となります。

 下図の場合、アモチ取引（Trade A）のNetting Flagを”False”に変更することで、通常どおりTrade B～Dが解約されます。

 アモチ（アクレ）取引※3のNetting FlagをTrueにしている場合は特に、Netting Expectationレポートを用いて意図したコンプレッション結
果となることを事前にご確認ください。

最終計算期間中のアモチ（アクレ）取引を含むNetting Groupにおいてその他の取引のコンプレッションが不可
となる事例 （コンプレッションキーは一致するが、コンプレッション不可）

Trade
ID

Pay/Rec
Current
Notional

Pay
Rec

Per Trade Compression Key
(Static Part)

Per Trade Compression Key
(Dynamic Part)

Pay/Rec
Notional Schedule Netting Flag

A 09,000,000 Pay 567ae3e11cCa8549d 345ay3c11hKlw379e 01/08/2024 – 11000000,
01/09/2024 – 9000000 True

B 10,000,000 Rec 567ae3e11cCa8549d 345ay3c11hKlw379e True

C 05,000,000 Pay 567ae3e11cCa8549d 345ay3c11hKlw379e True

D 05,000,000 Pay 567ae3e11cCa8549d 345ay3c11hKlw379e True

※3：Cleared Positionレポートの”Pay / Rec Notional Schedule”に値が出力されている取引がアモチ（アクレ）取引です。

Trade
ID

Pay/Rec
Current
Notional

Pay
Rec

Per Trade Compression Key
(Static Part)

Per Trade Compression Key
(Dynamic Part)

Pay/Rec
Notional Schedule Netting Flag

A 09,000,000 Pay 567ae3e11cCa8549d 345ay3c11hKlw379e 01/08/2024 – 11000000,
01/09/2024 – 9000000 False

B 10,000,000 Rec 567ae3e11cCa8549d 345ay3c11hKlw379e True

C 05,000,000 Pay 567ae3e11cCa8549d 345ay3c11hKlw379e True

D 05,000,000 Pay 567ae3e11cCa8549d 345ay3c11hKlw379e True

 下図の場合、アモチ取引であるTrade AがNetting Groupに含まれているため、 1対2の完全相殺であるTrade B、C、Dもコンプレッション不成立となる。

 アモチ取引であるTrade AのNetting Flagを”False”に設定することで、Trade B~Dのコンプレッションが成立する。



取引毎コンプレッション処理における注意事項 （金利の決済日 1/3）

金利の決済日当日でも、Static PartおよびDynamic Partが一致する取引同士のコンプレッションが可能です。ただし、その結果として成立
する新規取引の金利決済日が外形上当日となる場合にはStatic PartおよびDynamic Partが一致してもコンプレッションは不可です。

Trade B
Notional
Amount=10B

コンプレッション実施日
3/21

3/21
Trade A
Notional
Amount=8B

Trade B
Notional
Amount=10B

コンプレッション実施日
3/21

3/21

Trade C
Notional
Amount=2B

Trade A
Notional
Amount=10B

Trade A
Notional
Amount=10B

Trade B
Notional
Amount=7B

コンプレッション実施日
3/21

Trade C
Notional
Amount=3B

3/21

3/21

金利の決済日当日に取引毎コンプレッションが不可となる事例（コンプレッションキーは一致するが、コンプレッ
ション不可）

下図のように完全相殺、もしくは成立する新規取引が外形上当日の金利の決済を持たない場合はコンプレッション可能です。

Trade Aをベース取引としてTrade Cが成立する場合

⇒外形上は取引Cが当日の決済を持つため、
コンプレッション不可

（金利の決済日の翌営業日以降はコンプレッション可）



Trade A
Notional
Amount=10B

Trade A
Notional
Amount=10B

取引毎コンプレッション処理における注意事項 （金利の決済日 2/3）

Trade B
Notional
Amount=10B

コンプレッション実施日
3/20

3/21

Trade B
Notional
Amount=10B

コンプレッション実施日
3/20

3/21

金利の決済日がコンプレッション実施日の翌営業日にあたる場合は、当該支払額も含め完全相殺のケースのみコンプレッションが可能と
なります。当該支払額が完全相殺ではない場合、コンプレッションキー（Dynamic Part）が一致せず、コンプレッション不可です。

3/21

金利の決済日前営業日に取引毎コンプレッションが不可となる事例（コンプレッションキー不一致）

Trade Aのみコンプレッション実施日の翌営業日が金利の
決済日である

⇒3/20時点ではコンプレッションキー（Dynamic Part）が一
致せずコンプレッション不可
（3/21以降はStatic PartおよびDynamic Partが一致しコン
プレッション可）

下図のように当該支払額も含めて完全相殺の場合はコンプレッションキーは一致し、コンプレッション可能です。

Trade A, Trade Bいずれもコンプレッション実施日の翌営
業日が金利の決済日であり、かつ完全相殺関係にある
⇒コンプレッション可（1対1の完全相殺関係のケースに限
らず、3件以上の組み合わせで完全相殺関係にあるケー
スもコンプレッション可）

※Trade AとTrade Bの想定元本が完全相殺関係になく残

存想定元本分の新規取引が成立する場合は、コンプレッ
ション翌営業日が当該取引の金利の決済日となり新規債
務負担の条件を満たさないため、完全相殺のケースのみ
がコンプレッションが可能となります。



取引毎コンプレッション処理における注意事項 （金利の決済日 3/3）

effective date
trade date

maturity date

Fixed leg

OIS leg

maturity date

コンプレッション
実施日 3/20

金利の決済日前々営業日に取引毎コンプレッションが不可となる事例について（コンプレッションキー不一致）

金利の決済日 3/22
→3/22以降はStatic Partおよび

Dynamic Partが一致しコンプレッ
ション可

 OIS取引のPayment Lag (2 day)によって金利の決済日がコンプレッション実施日（計算期間終了日）の翌々営業日にあたる場合、当該
日が金利の決済日ではない取引とはコンプレッションキー（Dynamic Part）が一致せず、コンプレッション不可です。

Fixed leg

effective date
trade date

OIS leg


